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平成１４年１０月２４日�、富山全日空ホテルにてNEAR２００２・中国「中国投資環境説明会」を開催いたしま
したので、その概要を以下のとおりご紹介いたします。

１．はじめに
中国は、２００１年１２月にWTOの加盟を実現してい

ます。これによって中国は第２の開放をしたと言

われており、一気に１３億の巨大市場がいよいよ皆

さんの前に開き始めました。それは同時に、中国

の開発区、地方都市にとって競争時代の幕開けと

も言えます。なぜなら日本を始め、世界各国の企

業家が、中国に行ってみたい、中国に投資したい

と本格的に思い始めているからです。そうした中

で中国の開発区が、行政サービスやインフラの特

性を生かして、いかに自らをアピールできるか、

つまり、開発区、地方同士での企業の取り合いと

いったことが、本来ならば行われるべきであろう

と思います。

２．中国の投資受け入れの現状
表１は、中国の各省・市の２０００年と２００１年の投資

の受け入れ状況についてです。その特徴として、

上海、江蘇、浙江など、上海周辺の地域の投資件

数が非常に大きく増えていることがわかります。

一方、これまで中国の投資の４割近くを占めてい

た広東省は、増えてはいるものの、前述の地域に

比べて伸びがそれほど大きくありません。つまり

外資は上海周辺地域に集中しつつあることを示し

ています。実際ジェトロへの問い合わせの多くは

同地域に関するもので、同地域が対中投資で今最

も注目されている地域だと言えます。投資してい

る日本企業数（登記ベース）は、中国側の統計で

は１万４，０００社ほどで、そのうち９割が沿海地域に

集まっています。また、ジェトロのアンケート調

査では、これら日系企業の約７割が「黒字」を確

保しており、いろいろな悩みを持ちながらも、経

営はまずまずのようです。

３．中国のどこに投資すればいいのか？
中国は１９７９年の改革・開放政策を実施して以来、

いろいろな優遇制度、誘致策を打ち出し、考えつ

くありとあらゆる方法で開発区や特別地域を設け

てきました。その数は合わせて４，２００にも上ると言

われています。この状態は広大な中国とはいえ、

明らかに「乱立」と言わざるを得ません。こんな

にあると、これから中国に投資をしたいと考えて

いる企業にとって、どの地域がいいのか、何がど

う違うのか、簡単にはわかりません。

なぜ、これだけ開発区が出てきたかといえば、

これまでの中国経済発展の原動力は外資だという

認識が、年々強まってきているからです。実際、

対外税収入の１／５、輸出額の１／２以上、従業

員２，３００万人の雇用を外資が生み出していると言わ

れています。

改革・開放から２３年の歳月が経った現在、地域

によって差が生まれつつあります。外資誘致にお

ける優遇策は原則として全国統一で、それほど差

はありません。差が出る原因はやはり立地条件や

インフラ整備、行政サービス等において現れてき

ます。地理的に恵まれており、「黙っていても企

「中国投資環境の
読み方」

講師：ジェトロ海外調査部

中国・北アジアチームリーダー代理 阿 部 宏 忠
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業が来てくれる」とあまり熱心ではない地域もあ

れば、あまり注目されていないのに、行政サービ

スを簡素化し、手取り足取り面倒をみてくれる地

域もあります。この意味で、一概に沿海地域だか

らいいとは言い切れない面もあるのではないかと

思います。

こうした中、最近では中国の開発区や地域の投

資環境をランキング評価しようという動きが出て

きています。これは、実際に進出した企業にアン

ケートを行い、投資環境に関する様々な項目につ

いて５段階評価をしてもらい、それを集計し、ラ

ンキングにするというものです。これが表２にな

ります。表２－�は中国広東省の新聞社のアンケ
ート調査による、中国の主要１０大開発区のランキ

出所：中国対外経済貿易年鑑２００２年版

表１ 外国直接投資の地域別受入状況
単位：億ドル

省市（部門）名称

２０００年 ２００１年

契約ベース
実 行 金 額

契約ベース
実 行 金 額

件 数 金 額 件 数 金 額

総計 ２２，３４７ ６２３．８ ４０７．１ ２６，１４０ ６９１．９ ４６８．８

東部

北京市 １，１４５ ３５．５ １６．８ １，１４６ ２７．１ １７．７

天津市 ６２５ ３５．４ １１．７ ６１８ ２０．８ ２１．３

河北省 ４９２ １１．８ ６．８ ５０１ ８．０ ６．７

遼寧省 １，８５１ ４９．９ ２０．４ １，６６０ ４１．６ ２５．２

（大連市） ６９３ ２５．６ １１．１ ７１９ ２４．２ １４．６

上海市 １，８１４ ６３．６ ３１．６ ２，４５８ ７３．７ ４２．９

江蘇省 ２，６４５ １１２．５ ６４．３ ３，５８３ １５０．９ ６９．１

浙江省 １，６４２ ２５．１ １６．１ ２，３１０ ５０．２ ２２．１

（寧波市） ５５０ ９．５ ６．２ ８０６ １９．６ ８．７

福建省 １，４６３ ４４．７ ３４．３ １，６７０ ５０．１ ３９．２

（アモイ市） ２５９ １１．６ ６．６ ３４３ １２．０ ８．３

山東省 ２，７２８ ５０．７ ２９．７ ３，０４７ ６７．２ ３５．２

（青島市） １，１２８ ２６．６ １３．１ １，２５４ ３５．９ １５．８

広東省 ４，２４３ １１５．２ １１２．８ ５，３１５ １１２．２ １１９．３

（深�市） １，１３０ １７．４ １９．６ １，５０１ ２７．２ ２５．９

海南省 １８４ １．４ ４．３ １８１ １．５ ４．７

中部

山西省 ７１ ２．６ ２．２ ７５ ３．０ ２．３

吉林省 ３６３ ６．０ ３．４ ３３７ ５．８ ３．４

黒龍江省 ２６０ ２．８ ３．０ ２４２ ３．８ ３．４

安徽省 ２４７ ６．４ ３．２ ２６０ ６．４ ３．４

江西省 ２７２ ２．６ ２．３ ３０８ ５．３ ４．０

河南省 ２３７ ７．０ ５．６ ２２４ ６．２ ４．６

湖北省 ３３０ １０．７ ９．４ ３４９ ８．７ １１．９

湖南省 ３２０ ６．７ ６．８ ３３８ ９．５ ８．１

西部

四川省 ２９３ ６．０ ４．４ ３５６ ９．９ ５．８

重慶市 １９０ ３．６ ２．４ １７２ ４．４ ２．６

貴州省 ５５ ０．７ ０．３ ５９ ０．９ ０．３

雲南省 １０６ ３．０ １．３ １４０ ２．９ ０．６

陝西省 ２１５ ５．０ ２．９ ２２２ ７．３ ３．５

甘粛省 ７６ １．２ ０．６ ７０ １．６ ０．７

青海省 ４２ １．２ － ４８ ２．０ ０．４

寧夏回族自治区 ３１ ０．７ ０．２ ３４ ０．８ ０．２

新疆ウィグル自治区 ５８ ０．９ ０．２ ５３ １．３ ０．２

内蒙古自治区 ９５ ２．６ １．１ ７６ ２．６ １．１

広西チワン族自治区 ２４６ ７．１ ５．２ ２８５ ５．９ ３．８
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ングで、表２－�は米国の有力雑誌「フォーチュ
ン」が実施したアンケート調査結果です。ただ、

ここのランキングは、すでに投資した企業が、そ

の地域に再び投資を拡大させたいのか、それとも

また新たに投資する可能性があるとしたら、どの

地域にするかをランキングにしています。表２－

�は、台湾の業界団体が、中国に進出した台湾系
企業に対して、アンケート調査を行ったランキン

グです。この台湾の調査の特徴は、江蘇、浙江、

上海、そして広東省のサンプル数が非常に多く、

台湾自体の主力産業を反映し、電気電子産業が大

半を占めています。

なおランキング結果は、単純にある地域がいい

からその地域に投資をすればよい、ということで

もありません。過去数年間の取り組みの結果、ラ

ンキングが上昇している地域はどこか、また今後

表２－� 中国大陸１０大開発区の投資環境評価

出所：「２１世紀経済報道」より（２００２年６月）

表２－� 大陸地域の投資環境分析：省・直轄市・自治区別

出所：台湾区電機電子工業同業公会「２００２年中国大陸地域の投資環境およびリスク調査」
注：�加重満足度＝自然環境×５％＋インフラ×１５％＋公共施設×１０％＋社会環境×１０％＋法制環境×３０％＋経済環境×１５％＋経営

環境×１５％
�アンケート得点は以下のとおり。「特にそう思う」５点、「ややそう思う」４点、「どちらでもない」３点、「あまりそう思
わない」２点、「全くそう思わない」１点。

表２－� 企業が投資拡大、又は新たに投資する可能性がある都市・地域

出所：米国雑誌「フォーチュン」より（２００２年５月）

ランキング 省・市 パーセント ランキング 省・市 パーセント

１ 上 海 ２０．５０％ ９ 重 慶 ５．６０％

２ 北 京 １２．１０％ １０ 四 川 ４．７０％

３ 江 蘇 ８．８０％ １１ 山 東 ４．７０％

４ 広 州 ７．２８％ １２ 天 津 ３．１０％

５ 深 � ６．７０％ １３ 福 建 ２．９０％

６ 浙 江 ６．５０％ １４ 遼 寧 ２．７０％

７ 広 東 ５．９０％ １５ 湖 北 ２．２０％

８ その他 ５．７０％ １６ 海 南 １．２０％

ハード環境 ソフト環境 総合環境評価

得点 ランキング 得点 ランキング 得点 ランキング

大 連 ４．００ １ ３．９６ １ ３．８４ ６

崑 山 ３．９０ ２ ３．９６

３．６４

２ ４．１６ １

天 津 ３．８８ ３ ６ ３．８８ ３

深 � ３．８５ ４ ３．５６ ９ ３．８５ ４

成 都 ３．７０ ５ ３．８０ ４ ３．７４ ８

黄 埔 ３．６９ ６ ３．６５ ７ ３．８１ ７

浦 東 ３．６９ ７ ３．６５ ８ ３．８５ ５

北 京 ３．６０ ８ ３．９５ ３ ４．０４ ２

武 漢 ３．５３ ９ ３．７１ ５ ３．７３ ９

重 慶 ３．４７ １０ ３．４２ １０ ３．６３ １０

省 地域 サンプル数
自然環境 インフラ 公共施設 社会環境 法制環境 経済環境 経営環境

加重満足度
２００２
本研究平均 順位 平均 順位 平均 順位 平均 順位 平均 順位 平均 順位 平均 順位

江蘇省 華東地域 ２７１ ３．９９９ ０２ ３．６７６ ０１ ３．５８３ ０１ ３．７４１ ０１ ３．４９４ ０２ ３．４６０ ０１ ３．６２５ ０１ ３．５９５ ０１

浙江省 華東地域 １７７ ３．８１２ ０３ ３．５１７ ０４ ３．５１７ ０２ ３．２９２ １０ ３．６１９ ０１ ３．１３３ ０３ ３．５０７ ０４ ３．４８１ ０２

上海市 華東地域 １６９ ４．１１８ ０１ ３．５４４ ０３ ３．４１２ ０５ ３．４００ ０７ ３．２６７ ０３ ３．００６ １１ ３．５３３ ０３ ３．３８０ ０３

福建省 華南地域 １４２ ３．７５９ ０５ ３．６３０ ０２ ３．５０３ ０３ ３．５３６ ０３ ３．０７６ ０８ ３．２７７ ０２ ３．３５４ ０８ ３．３５４ ０４

山東省 華北地域 ３４ ３．３５１ １６ ３．４４６ ０８ ３．２１６ ０７ ３．６８３ ０２ ３．１８６ ０５ ３．１０３ ０５ ３．４０６ ０７ ３．３０７ ０５

北京市 華北地域 ３６ ３．４５０ １５ ３．５０４ ０６ ３．４１８ ０４ ３．５１８ ０４ ３．０６３ ０９ ３．０８５ ０６ ３．２９７ １１ ３．２６８ ０６

河南省 華中地域 １６ ３．７８１ ０４ ３．５１６ ０５ ２．８００ １５ ３．２２５ １２ ３．２０８ ０４ ３．０６０ ０９ ３．４５０ ０６ ３．２５８ ０７

遼寧省 東北地域 ３３ ３．５７０ １２ ３．５００ ０７ ３．２８５ ０６ ３．４１２ ０６ ３．０９１ ０７ ３．００７ １０ ３．３５２ ０９ ３．２５４ ０８

湖南省 華中地域 ２１ ３．７３８ ０６ ３．２８３ １１ ３．１５８ １０ ３．３１６ ０９ ３．０２６ １０ ３．１２８ ０４ ３．５５３ ０２ ３．２３７ ０９

広西省 西南地域 ３１ ３．７２５ ０７ ３．２３８ １２ ３．１８７ ０８ ３．４３９ ０５ ２．９８９ １２ ３．０７４ ０７ ３．２４０ １４ ３．１７８ １０

湖北省 華中地域 ２５ ３．６５９ ０８ ３．３２１ １０ ３．０８３ １１ ３．０００ １５ ２．８９５ １５ ３．０６２ ０８ ３．５０５ ０５ ３．１４３ １１

天津市 華北地域 ３７ ３．５７４ １１ ３．２２４ １３ ３．１７５ ０９ ３．３４４ ０８ ２．９４６ １４ ２．９５５ １４ ３．３４２ １０ ３．１４２ １２

四川省 西南地域 １９ ３．５９２ １０ ３．３５９ ０９ ３．０１８ １２ ３．２１８ １３ ２．９５５ １３ ３．００２ １２ ３．０９６ １６ ３．１０８ １３

雲南省 西南地域 １６ ３．５１６ １３ ３．０９４ １５ ３．０００ １３ ３．０８８ １４ ３．１００ ０６ ３．０００ １３ ３．０７５ １７ ３．０９０ １４

河北省 華北地域 ３３ ３．５１６ １３ ３．０４７ １６ ２．７５０ １６ ３．２３６ １１ ３．０１５ １１ ２．７９７ １６ ３．１１６ １５ ３．０２３ １５

広東省 華南地域 ５３４ ３．５９７ ０９ ３．２１７ １４ ２．８３７ １４ ２．８４９ １７ ２．６５９ １７ ２．９２８ １５ ３．２４４ １３ ２．９５４ １６

重慶市 西南地域 １９ ３．０７９ １７ ３．０１３ １７ ２．５７９ １７ ２．８８４ １６ ２．８２０ １６ ２．６４４ １７ ３．２７２ １２ ２．８８６ １７

江西省 華中地域 ２３ ２．９８７ １８ ２．５８９ １８ ２．４８０ １８ ２．５５２ １８ ２．５１６ １８ ２．４００ １８ ２．６７５ １８ ２．５５７ １８

－４－－４－



TOP ■環日本海専門情報 ■　　�

NEWS　その1

の有望地域や現在頑張っている地域はどこかとい

うことを調査することで、外資を受け入れる中国

側に対しても良い意味の緊張感を与え、全体的な

投資環境の底上げを図るという目的があります。

ですから、これは対中投資の参考情報としてご覧

いただき、こうした動きが最近始まり、各開発区

の競争が本格的に始まったと考えていただければ

良いと思います。

４．投資環境を調べる上でのポイント�
―中国側スピーチのチェックポイント―
特に強調したいのは、各開発区や地域のセール

スポイントが、国家の統一的な優遇政策とどこが

違うのかということです。例えば、日本へこんな

に船便が出ている、高速道路で何時間で主要都市

に行ける、といった地理的アクセスの優位性や、

水産業が非常に優勢なので、対日輸出型加工企業

を起こせば絶対に儲かるといった、具体的な提案

が絶対必要です。このことはこれから発表いただ

く各省・市の投資説明担当者の方々にも事前にお

願いしましたので、準備が間に合えば、具体的な

提案等が聞けると思います。話が出なければどん

どん質問してください。

もう１つ強調したいのは、各地域や開発区に日

本企業が実際何社進出しているのかを聞いていた

だければと思います。その進出企業数が昨年、一

昨年と比較してどう推移したか、なぜ増えたのか

（減ったのか）、何に努力したから増えたのか、何

が足りないから来ないのか、などです。彼ら自身

何か努力をしていれば、それは結果として結びつ

いているはずですし、また努力をしたにもかかわ

らず来てくれないのは何が足りなかったのか、プ

ロモーションが足りないなど、いろいろあると思

います。そういったこともこと細かく聞いていた

だくと、その開発区、都市の実情なり、情熱の具

合がわかるのではないかと思います。

５．投資環境を調べる上でのポイント�
―日本企業の心構えについて―
これから投資をしよう、中国との取引を始めよ

うという日本企業に対し、特にお願いしたいこと

を何点か申し上げます。まず投資をする際の「意

識」です。「今は中国ブームだから中国へ行かな

いと何も始まらない」と説明する方もいらっしゃ

るのですが、いくらブームであり、中国がいろい

ろ努力をしているとはいえ、肝心の日本企業側が、

なぜ行くのか、何のために行くのかを明確にしな

いままで進出すると、大変なことになります。先

程の「フォーチュン」で発表しているトップ５００と

いう大手企業のランキングがありますが、この５００

社のうち４００社以上が中国に拠点を設けて、実際に

生産やサービス活動を行っています。この４００社の

うち、日本の企業は１００社強ほどです。日本にこれ

ら世界の名だたる企業が来ているかといえば、賃

金コストが高いなどの理由もあってそんなには来

ていないのではないでしょうか。この意味で中国

は日本以上の競争社会に突入しており、確かにビ

ジネスチャンスはありますが、その実現はなかな

か簡単ではないという状況なのです。そのような

中国に目的意識が薄いまま行けば、それは非常に

危険な投資と言わざるを得ません。

また、様々な開発区が乱立していますので、い

くつかの地域に絞った上で実際に自らの眼で視察

し、その地域の優位性を比較検討するべきです。

もし日本企業が進出していたら、その企業の責任

者に実際の状況を聞き、中国政府側の意見と日本

企業側の意見を両方聞いた上で、投資を考えてい

ただくのが一番だと思います。こうした作業の中、

努力している地域、努力していない地域の温度差

が見えてくると思いますので、それを厳しく分析

し、評価の悪い地域には投資しないということが

重要です。これも中国側には結果的にプラスに働

きますので、はっきり選別をしていただければと

思います。

最後に、視察などで中国の方と接するにあたっ

ては、「中国という異国の地で、儲けさせてもら

っている」という感謝の念をぜひ忘れないでいた

だきだい。お金を出してお前たちの地域を儲けさ

せてやるのだ、というような傲慢な態度で行くと、

当然相手にとっても気持ちのいいものではありま

せん。日本も外国から同様のことをされたら面白

くないのと一緒です。常に中国という異国で、そ

の地域の優位性を活用しながら「儲けさせてもら

う」という姿勢で取り組めば不毛なぶつかり合い

は起きないでしょう。

－５－－５－


